
民
営
郵
政
に
よ
る
圧
倒
的
な
労
働
強

化
と
非
正
規
職
化
推
進
（
８
割
を
非
正

規
職
に
置
き
換
え
る
『
首
切
り
の
自
由

化
』
）
の
「
戦
略
事
業
」
で
あ
る
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
子
会
社
化
計
画
が
、
現
場
労
働
者

の
怒
り
と
反
撃
で
重
大
な
破
綻
に
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
８
月
11
日
に
総
務

大
臣
が
「
10
・
１
事
業
統
合
の
延
期
」

を
日
本
郵
政
・
西
川
社
長
に
要
請
す
る

事
態
と
な
っ
た
の
で
す
（
別
掲
の
８
・

12
東
京
新
聞
を
参
照
）。

「
延
期
要
請
」
の
理
由
は
「
要
員
問

題
の
心
配
が
解
消
し
て
い
な
い
」（
同
）

こ
と
。
つ
ま
り
現
場
労
働
者
の
怒
り
と

抵
抗
で
Ｓ
Ｄ
（
長
時
間
の
労
働
地
獄
で

悪
名
高
い
サ
ー
ビ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
）
要

員
の
確
保
が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
の

で
す
。
東
北
地
本
だ
け
で
「
１
５
０
人

も
足
り
な
い
」
と
分
か
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
承
認
し
て

い
た
Ｊ
Ｐ
労
組
幹
部
の
度
し
難
い
裏
切

り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
局
の
意
向
調

査
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
の
現
場
労
働
者

が
《
出
向
に
応
じ
な
い
》
意
思
を
表
明

し
た
の
で
す
。

そ
し
て
東
京
・
銀
座
局
で
は
、
６
月

以
来
「
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
に
行
け
」
と
当
局
の

肩
た
た
き
に
あ
っ
て
い
た
労
働
者
が
、

７
・
１
内
命
を
阻
止
し
た
こ
と
に
続
い

て
、
８
・
１
の
出
向
内
命
通
知
も
阻
止

し
た
の
で
す
。
現
場
の
声
が
一
つ
形
に

な
り
、
力
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に

現
場
労
働
者
の
闘
い
の
勝
利
で
す
。

こ
の
破
綻
の
な
か
で
、
当
局
は
８
月

１
日
に
「
（
出
向
）
内
定
通
知
の
日
時
、

出
向
期
間
、
出
向
先
、
出
向
期
間
中
の

所
属
」
を
、
当
該
労
働
者
に
「
口
頭
で

通
知
す
る
」
行
為
に
及
び
、
８
月
３
日

か
ら
の
業
務
研
修
を
各
局
で
見
切
り
発

車
し
ま
し
た
。
業
研
の
現
場
で
「
認
可

も
下
り
て
い
な
い
の
に
業
研
強
行
と
は

何
事
か
！
」
「
当
局
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
を
や
る
の
か
！
」
と
現
場
の

怒
り
が
爆
発
す
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と

は
当
然
で
す
。

で
は
何
故
、
こ
の
よ
う
な
無
茶
苦
茶

な
見
切
り
発
車
が
行
わ
れ
た
の
か
？

７
月

29
～

30
日
の
Ｊ
Ｐ
労
組
・
地

本
書
記
長
会
議
で
は
、
「
10
月
１
日
ス

タ
ー
ト
は
変
え
な
い
こ
と
で
本
社
と
一

致
し
た
」
と
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
計
画

の
「
10
・
１
事
業
統
合
の
強
行
」
で
同

意
し
て
い
た
の
で
す
！

と
ん
で
も
な

い
労
働
強
化
と
大
合
理
化
計
画
で
あ
る

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
攻
撃
と
闘

わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

「
計
画
の
強
行
」
を

会
社
と
裏
で
合
意
し

て
い
た
の
で
す
。
絶

対
に
許
す
こ
と
の
出

来
な
い
裏
切
り
で
す
。

８
月
の
仙
台
大
会

で
は
、
山
口
委
員
長

（
当
時
）
が
「
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
の
要
員
確
保
は

組
合
と
し
て
万
全
を

期
す
！
」
と
発
言
し

ま
し
た
。
こ
の
山
口

委
員
長
は
ど
う
な
っ

た
か
？

郵
便
会
社

の
重
役
に
納
ま
る
と

い
う
の
で
す
。
成
果

主
義
賃
金
＝
郵
便
会
社
本
体
を
含
む
全

員
の
３
割
賃
下
げ
（
！
）
を
自
分
か
ら

申
し
出
た
の
も
Ｊ
Ｐ
労
組
本
部
だ
。
全

国
で
ま
か
り
通
る
非
正
規
職
（
ゆ
う
メ

イ
ト
）
の
一
方
的
な
雇
い
止
め
を
、
ま
っ

た
く
闘
わ
ず
に
承
認
し
て
き
た
の
も
Ｊ

Ｐ
労
組
本
部
だ
。
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
大
合
理

化
計
画
も
、
会
社
と
組
合
幹
部
の
完
全

な
『
合
作
』
だ
っ
た
の
で
す
！

私
た
ち
労
働
者
が
身
を
削
っ
た
組
合

費
で
運
営
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｐ
労
組
は
、

い
っ
た
い
誰
の
も
の
か
！

労
働
組
合
は
、
断
じ
て
一
部
幹
部
の

出
世
の
道
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働

組
合
は
私
た
ち
現
場
労
働
者
の
利
益
を

守
る
た
め
の
、
現
場
労
働
者
自
身
の
闘

い
の
武
器
で
す
。
組
合
費
と
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
で
資
本
と
闘
っ
て
現
場
の
利
益

を
守
る
た
め
の
闘
争
基
金
で
す
。
１
時

間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
も
打
て
な
い
ど
こ
ろ

か
、
「
ス
ト
絶
滅
宣
言
」
ま
で
出
し
た

現
在
の
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
は
、
俺
た

ち
の
組
合
費
か
ら
１
０
０
０
万
～
最
高

３
０
０
０
万
円
も
の
手
当
を
受
け
取
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
の
を
「
労
働
貴

族
」
「
ダ
ラ
幹
の
腐
敗
」
と
い
う
の
で

す
。
彼
ら
は
、
現
場
労
働
者
の
敵
で
す
。

職
場
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
皆
さ

ん
！

８
月
下
旬
の
支
部
大
会
を
前
に

し
て
私
た
ち
は
訴
え
ま
す
。
闘
わ
な
い

執
行
部
を
全
員
退
陣
さ
せ
よ
う
！

い

ま
こ
そ
私
た
ち
現
場
労
働
者
の
た
め
の
、

闘
う
執
行
部
を
作
ろ
う
！

２００９年
８月19日
発行

（ビラの感想や職場状況など、またビラに載せてほしいことなどを、気軽にお寄せください。電話・メールどちらでも結構です。）

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

ＪＰＥＸの１０月実施の破綻を報じる

８月12日付、「東京新聞」朝刊

東
京
・
銀
座
局
で
８
・
１

出
向
内
命
の
通
告
を
阻
止
！

会
社
の
８
／
１
通
知

「
見
切
り
発
車
」
の
真
相
は

裏
で
労
組
執
行
部
が
「
10
・
１
統

合
の
強
行
」
で
同
意
し
て
い
た
！

組
合
役
員
は
現
場
の
声
を

ち
ゃ
ん
と
聞
け
！

労
働
組
合
を
現
場
組
合
員
の

手
に
と
り
も
ど
そ
う
！



今
年
も
動
労
千
葉
（
解
説
を
参
照
）、
全
日

建
運
輸
連
帯
・
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
、
金

属
機
械
・
港
合
同
の
闘
う
労
働
組
合
３
団
体

が
、
11
月
１
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
１

万
人
の
大
集
会
を
や
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
職
場
か
ら
丸
ご
と
集
ま
ろ
う
！

今
年
で

12
回
目
の

11
月
労
働
者
集
会
は
、

ア
メ
リ
カ
、
韓
国
に
続
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ト
ル
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
、
世
界
大
恐
慌
の

中
、
新
自
由
主
義
＝
規
制
緩
和
・
民
営
化
と

戦
争
と
闘
う
労
働
者
・
労
働
組
合
が
参
加
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
自
由
主
義
の
先
駆
け
と
な
っ
た
国
鉄
の

分
割
・
民
営
化
と
闘
い
、
勝
利
し
て
き
た
動

労
千
葉
の
職
場
で
の
闘
い
に
共
感
が
集
ま
り
、

「
労
働
者
の
団
結
し
た
力
が
社
会
を
変
え
る
」

「
国
際
的
な
労
働
者
の
組
織
が
必
要
だ
」
「
11

月
に
日
本
で
会
お
う
」
と
国

際
的
な
団
結
が
生
ま
れ
た
の

で
す
。

私
た
ち
も
、
郵
政
民
営
化

か
ら
２
年
、
第
２
の
民
営
化

攻
撃
と
し
て
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
子
会
社
化
計
画
を

破
産
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。
現
場
労
働
者

の
怒
り
と
束
に
な
っ
て
当
局
、
闘
わ
な
い
執

行
部
と
闘
っ
て
き
た
大
き
な
勝
利
で
す
。

今
、
労
働
者
が
生
き
る
た
め
に
、
労
働
者

が
誇
り
を
取
り
戻
し
、
資
本
と
闘
う
労
働
組

合
を
甦
ら
せ
て
い
く
こ
と
は
、
万
国
共
通
の

課
題
で
す
。
現
場
の
日
々
の
闘
い
は
、
世
界

の
労
働
者
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
世
界
大

恐
慌
と
自
民
党
の
政
治
支
配
の
崩
壊
は
、
も

は
や
後
戻
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
に
と
っ

て
確
か
な
も
の
は
、
労
働
者
の
団
結
し
た
力

で
す
。
「
万
国
の
労
働
者
は
団
結
せ
よ
」
（
マ

ル
ク
ス
『
共
産
党
宣
言
』
）
、
11
月
集
会
に
集

ま
っ
て
、
世
界
を
変
え
よ
う
！

以
下
、
各
国
の
労
働
者
の
声
を
紹
介
し
ま

す
。私

は
言
い
た
い
。
労
働
組
合
が
民
主
党
支

持
と
い
う
政
策
と
縁
を
切
ら
な
い
か
ぎ
り
、

そ
し
て
ラ
ン
ク
＆
フ
ァ
イ
ル
（
一
般
組
合
員
）

の
労
働
者
が
立
ち
上
が
ら
な
い
か
ぎ
り
、
何

も
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
が
自
覚

し
な
い
か
ぎ
り
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

搾
取
す
る
階
級
と
搾
取
さ
れ
る
階
級
の
問

題
で
す
。
労
働
組
合
に
属
し
た
り
、
社
会
正

義
を
め
ざ
し
た
り
、
平
和
運
動
を
や
っ
て
い

よ
う
が
、
搾
取
さ
れ
て
い
る
階
級
と
し
て
団

結
す
べ
き
だ
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
か
ら
軍
隊
を

撤
退
さ
せ
る
ま
で
す
べ
て
を
止
め
よ
う
！

搾
取
す
る
階
級
を
や
っ
つ
け
よ
う
！

い
ん

ち
き
な
連
中
を
た
た
き
の
め
せ
！

フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
者
を
苦
し
め
て
い
る
真

の
原
因
は
資
本
主
義
体
制
そ
の
も
の
で
す
。

資
本
主
義
諸
国
は
利
害
を
対
立
さ
せ
つ
つ
も

労
働
者
を
搾
取
す
る
と
い
う
点
で
結
束
し
て

い
る
。
問
題
は
、
労
働
者
の
国
際
的
な
団
結

組
織
持
っ
て
い
な
い
こ
と
。

農
・
林
・
漁
業
部
門
は
収
縮
し
、
輸
出
総

額
も
急
落
。
政
府
は
自
由
貿
易
区
域
に
外
資

を
大
規
模
に
導
入
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
組

合
の
結
成
は
認
め
ら
れ
な
い
。
失
業
は
死
を

意
味
し
、
労
働
力
を
輸
出
せ
ざ
る
を
お
え
な

い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
動
労
千
葉
の
よ
う
に
断
固
と
し

て
闘
い
、
自
由
貿
易
特
区
で
初
め
て
の
ス
ト

ラ
イ
キ
を
や
り
抜
き
ま
し
た
。

今
朝
鮮
半
島
は
戦
争
の
暗
雲
が
立
ち
こ
め

て
い
ま
す
。
オ
バ
マ
政
権
は
、
世
界
の
資
本

主
義
が
恐
慌
に
陥
れ
ば
陥
る
ほ
ど
、
侵
略
的

に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
北
朝
鮮
に
対
し

て
は
戦
争
を
と
お
し
た
体
制
転
覆
を
狙
っ
て

い
ま
す
。
労
働
運
動
が
急
進
化
・
政
治
化
し

て
こ
そ
恐
慌
と
戦
争
の
突
破
は
可
能
で
す
。

民
主
労
総
が
韓
国
労
働
者
の
結
集
軸
に
。

１
９
７
３
年
に
組
合
を
結
成
。
80
年
代
に

は
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
組
合
活
動

禁
止
。
92
年
に
再
開
し
た
が
、
民
営
化
の
攻

撃
が
全
面
化
し
て
い
た
。
公
務
員
と
派
遣
に

分
け
ら
れ
、
下
請
け
会
社
が
マ
フ
ィ
ア
の
経

営
な
ど
で
、
困
難
な
組
織
化
の
な
か
、
す
べ

て
の
医
療
労
働
者
を
仲
間
に
し
た
。

ト
ル
コ
が
帝
国
主
義
に
よ
る
イ
ラ
ク
、
イ

ラ
ン
、
シ
リ
ア
の
侵
略
の
手
先
に
な
る
こ
と

を
拒
否
し
ま
す
。
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

「
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
」
「
民
営
化
絶
対
反
対
」
で
闘
う

全
世
界
の
労
働
者
が
集
ま
る
！

11
月
１
日
、
職
場
か
ら
闘
う

労
働
組
合
を
甦
ら
せ
、
日
比
谷
に
大
結
集
し
よ
う
！

よ
み
が
え

シ
リ
ー
ズ

①

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
。
80
年
代
の

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
攻
撃
に
対
し
て
、
唯
一

２
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
真
っ
向
か
ら
闘
い
、
多

く
の
解
雇
者
を
抱
え
な
が
ら
、組
織
を
拡
大
し
、

日
本
の
労
働
運
動
の
再
生
の
た
め
に
奮
闘
し
て

い
る
労
働
組
合
。

87
年
の
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
時
に
、
労
働

組
合
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
最
終
的

に
首
を
切
ら
れ
解
雇
撤
回
を
求
め
て
闘
う
戦

後
最
大
の
争
議
。以
降
、
23
年
間
、政
府
の
民
営

化
政
策
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
闘
い
。

動
労
千
葉
と
は

国
鉄
１
０
４
７
名
闘
争
と
は

韓
国
・
民
主
労
総
全
国
金
属
労
組
双
龍
（
サ

ン
ヨ
ン
）
自
動
車
支
部
は
８
月
６
日
、
資
本
と

李
明
博
（
イ
ミ
ョ
ン
バ
ク
）
政
権
と
の
壮
絶
な

死
闘
戦
に
勝
利
し
、
労
資
合
意
に
至
っ
た
。

米
「
反
戦
の
母
」

シ
ン
デ
ィ
ー
・

シ
ー
ハ
ン
さ
ん

労使合意を組合員に報告・確認を得

た後、全組合員と抱き合う支部長ら

サ
ン
ヨ
ン
工
場
占
拠
ス
ト
が
終
結
！

新
自
由
主
義
を
突
き
破
る
労
働
者
の

団
結
を
示
し
た
77
日
間
の
闘
い

団
結
し
労
働
者
の
力
で
港
湾
を
止
め
、

戦
争
を
や
め
さ
せ
よ
う

フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
地
上

職
労
組
委
員
長

ゲ
リ
ー
・
リ
ベ
ラ
さ
ん

デ
モ
と
ス
ト
を
打
ち
抜
い
て
動
労
千
葉

の
よ
う
に
闘
う

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地

域
本
部
指
導
委
員

イ
ジ
ェ
ヨ
ン
さ
ん

民
主
労
総
は
労
働
者
の
闘
争
と
変
革
の

軸
と
し
て
再
び
立
つ

ト
ル
コ
・
進
歩
的
医
療

労
働
組
合
書
記
長

ト
ウ
フ
ァ
ン
・
セ
ル
ト
レ
ク
さ
ん

労
働
者
階
級
を
中
心
と
し
た
団
結
の
み

が
未
来
を
開
く


